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研究要旨 ： 

薬剤耐性菌が食品を介してヒトに健康被害をおよぼす危険性を評価する科学的根拠の提供を目的

として、食品を汚染している病原細菌の薬剤耐性とヒト由来病原細菌の薬剤耐性の関連を調べた。 

市販の鶏肉の大腸菌調査では、同一検体から複数のESBLの型が検出され、さらにAmpC産生菌

も同時に検出された。そしてESBL産生大腸菌とAmpC産生大腸菌が高率に存在することが明らか

になった。鶏肉から検出されるサルモネラの中で最も多い血清型 Infantis では、2009年以降AmpC

産生菌が多い傾向が続いている。しかし他の血清型ではこのような傾向が認められなかった。 

カンピロバクターのフルオロキノロン耐性は、ヒト由来株、鶏肉由来株のいずれも2010年以前の

成績と比較して耐性率の上昇が認められた。 

 

 

 

A.研究目的 

近年世界各国で、食品および食用動物から第

三世代セファロスポリン系抗菌剤に耐性の大腸

菌やサルモネラ属菌の分離が報告されており公

衆衛生上の問題となっている。特に家禽におい

ては、基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ（ESBL）

またはプラスミド性 AmpC 型 β-ラクタマーゼ

（AmpC）産生株の増加が報告されており、ヒト

の感染症との関連性の監視が求められている。 

日本国内では食品からの薬剤耐性株検出の年

次推移の詳細な報告はなく、薬剤耐性菌がヒト

に影響を及ぼしているかどうかの現状は明らか



ではない。本研究では薬剤耐性菌が食品を介し

てヒトに健康被害をおよぼす危険性を評価する

科学的根拠の提供を目的として、食品を汚染し

ている病原細菌の薬剤耐性と、ヒト由来病原細

菌の薬剤耐性の関連を調べる。 

 

B.研究方法 

(1) 国内産鶏肉の ESBL および AmpC 産生大腸

菌 

2012年に国内産鶏肉55検体､2013年に国内産

鶏肉 24 検体を検査した。大腸菌検出は、検体

25gを採取しBufferd Peptone Waterで増菌培養し、

分離培養には 2012 年は市販生培地の chromID 

ESBLのみを、2013年はchromID ESBLおよび

セフォキシチン20μg/mL加CHROMagar ECCの

2種類の平板培地を使用した。 

ESBL 産生は CLSI のディスク拡散法、AmpC

産生は 3-アミノフェニルボロン酸を用いたダブ

ルディスクシナジー法で表現型を確認した（図

1）。その後にESBL産生菌は遺伝子のグループ

型別（ CTX-M-1 、 CTX-M-2 、 CTX-M-9 、

CTX-M-8/25、TEM、SHV）を行い、AmpC産生

菌はプラスミド性遺伝子（ACC、CIT、 DHA、 

EBC、FOX、 MOX）の検出を行った。 

(2) 国内産鶏肉の ESBL および AmpC 産生サル

モネラ 

2006年～2014年の9年間に国内産鶏肉から分

離した948株を用いて、血清型の変化と、ESBL

およびAmpCの表現型について調べた。 

検査方法は、検体 25g を採取し一次増菌培養

には Bufferd Peptone Water、二次増菌培養には

Rappaport-Vassiliadis Enrichment broth を用い、

XLD寒天培地ならびにBGS培地（ブリリアント

グリーン寒天培地+スルファピリジン）で分離培

養を行った。薬剤を添加した増菌培地および分

離培地は使用しなかった。 

確認培地でサルモネラの性状を示した株につ

いて血清型別と薬剤感受性試験を実施した。薬

剤感受性試験は 1 検体につき 1 株、複数の血清

型が同一検体から分離された場合は複数株を

CLSI のディスク感受性試験実施基準に基づき、

センシディスク（BD）を用いて行った。供試薬

剤はアンピシリン(ABPC)、クロラムフェニコー

ル(CP)、ストレプトマイシン(SM)、テトラサイ

クリン(TC)、カナマイシン(KM)、ゲンタマイシ

ン(GM)、ST合剤(ST)、ホスフォマイシン(FOM)、

ナリジクス酸(NA)、シプロフロキサシン(CPFX)、

セフォタキシム(CTX)、セフポドキシム(CPDX)、

イミペネム（IPM)、メロペネム（MEM)、アミカ

シン（AMK)、スルフイソキサゾール（Su)の 16

剤を供試した。 

ESBL および AmpC 産生サルモネラのスクリ

ーニングにはセフポドキシムを用い、セフポド

キシム耐性株についてESBLおよび AmpC産生

性を大腸菌と同じ方法で調べた。 

(3) カンピロバクター 

ヒト由来株は2011年～2014年に分離した散発

下痢症患者由来147株および食中毒患者由来（有

症苦情事例を含む）148株の合計295株を供試し

た。鶏肉由来株は2014年に国内産鶏肉から分離

した56株を供試した。薬剤感受性試験はノルフ

ロキサシン(NFLX)、OFLX、CPFX、NA、TC、

エリスロマイシン(EM)の 6 剤で、センシディス

クを用いて行った。 

(4) ヒト由来腸管出血性大腸菌  

2012年～2013年に患者および健康者から分離



された 121 株を供試した。薬剤感受性試験は鶏

肉由来サルモネラと同じ方法で行った。 

 

C.研究結果と考察 

(1) 国内産鶏肉のESBLおよび AmpC産生大腸菌 

2012 年は44 検体（80.0%）からESBL 産生大

腸菌、2 検体（3.6%）から AmpC 産生大腸菌が

検出された。2013年はESBL産生大腸菌とAmpC

産生大腸菌が両方検出された検体が 22 検体

（91,7%）あり、ESBLのみ検出は1検体、AmpC

のみ検出は1検体であった。また、ESBL産生大

腸菌はすべてchromID ESBLで検出され、AmpC

産生大腸菌はすべてセフォキシチン 20μg/mL 加

CHROMagar ECCで検出され、分離平板による差

が明らかになった（表1）。 

2012 年の遺伝子のグループ型別は 46 株で行

い、CTX-M-1 グループ 8 株、CTX-M-2 グルー

プ23株、CTX-M-8/25グループ3株、CTX-M-9

グループ 5 株、SHV 型 7 株であっ た。AmpC

産生大腸菌はいずれもCMY-2であった（表2）。 

2013 年の遺伝子のグループ型別は、ESBL 産

生大腸菌ではCTX-M-1グループ7株、CTX-M-2

グループ 30 株、CTX-M-8/25 グループ 14 株、

CTX-M-9 グループ 25 株、SHV 型 22 株、TEM

型 5 株であった。同一検体由来株でも異なる型

が検出され、12 検体で複数の型を検出した。一

方、AmpC 産生大腸菌はいずれもプラスミド性

のCIT遺伝子保有であった（表3）。 

2012 年に国内の養鶏団体がセフォチオフルの

使用に関して自主的に注意喚起を行ったことか

ら、農場の鶏糞からの ESBL/AmpC 産生大腸菌

の検出は2012年から減少している。しかし市販

鶏肉ではその後もまだ高率に存在していること

が明らかになった。 

(2) 国内産鶏肉のサルモネラ 

大阪府の鶏肉から分離したサルモネラの血

清型は、2011年まではSalmonella Infantisが圧

倒的に多かったが、2012 年からは、S. 

SchwarzengrundやS. Manhattan など、他の血

清型の分離頻度が高くなり、変化が認められ

ている（図2）。 

薬剤感受性試験を実施した 700 株のうちセ

フポドキシム耐性は127株（18.1%）あり、ESBL

産生菌が 34 株、AmpC 産生菌が 93 株であっ

た。 ESBL産生34株の血清型は  S. Infantis 

24 株、S. Manhattan 7 株、そして  S. 

Schwarzengrund、S. Hadar、S. Typhimuriumが各

1 株であった。AmpC 産生菌ではさらに S. 

Infantis の占める割合が高く、93 株中 90 株が

S. Infantis であった。他の血清型では S. 

Manhattan のセフポドキシム耐性 7 株が全て

ESBL産生であるなど、血清型による差が認め

られた（表4）。 

S. InfantisのESBLおよびAmpC産生菌の年

次変化をみると、2009年からAmpC産生菌の

急増が認められ、2013年も13株中6株（46.2%）

がAmpC産生であった（図3）。 

(3) カンピロバクター 

ヒト由来菌株：C. jejuniでは散発下痢症患者で89

株（63.6%）、食中毒患者で94株（74.6%）がフ

ルオロキノロン耐性であった。どちらも 2009～

2010年の耐性率よりも高率であった（表1,2）。

C. coliでは散発下痢症患者で4株（57.1%）、食

中毒患者で6株（27.3%）がフルオロキノロン耐

性であった。 

鶏肉由来菌株：C. jejuni/coli（C. jejuni とC. coli 



の同定は未実施）のフルオロキノロン耐性率は

62.5%であり、2009～2010年の40.8%よりも高率

であった（表7）。 

フルオロキノロン耐性率の年次変化：散発下痢

症患者由来 C. jejuni のフルオロキノロン耐性を

みると、2011年以降は2010年以前の耐性率より

も高率になった（図4）。 

(4) 腸管出血性大腸菌 ： 

血清群 O157 では 1 剤以上に耐性を示す株は

95株中9株（9.5%）であった。CTX耐性株が1

株あり、その株は O157:H7 でプラスミド性

AmpC 産生株であった。血清群O26 では 1 剤以

上に耐性を示す株は 11 株中 5 株（45.5%）であ

った。NA耐性は血清群O111の1株に認められ

た（表8）。 

 

D.結論  

市販の鶏肉にはESBL 産生大腸菌とAmpC 産

生大腸菌が高率に存在することが明らかになっ

た。そして同一検体から複数の ESBL の型が検

出され、さらに AmpC 産生菌も同時に検出され

る事も判明した。2012 年に国内の養鶏団体がセ

フォチオフルの使用に関して自主的に注意喚起

を行ったことから、農場の鶏糞からの

ESBL/AmpC 産生大腸菌の検出は 2012 年から減

少している。しかし市販鶏肉では2013年になっ

ても高率に存在していることが明らかになっ

た。 

サルモネラでは、市販の鶏肉から検出される

血清型に変化の傾向が認められた。2011 年まで

はS. Infantisが圧倒的に多く検出される血清型で

あったが、2012 年以降は、S. Schwarzengrund や

S. Manhattan など、他の血清型の分離頻度が高く

なり、今後の動向が注目される。S. Infantis では

2009年以降AmpC産生菌が多い傾向が続いてい

るが、他の血清型ではこのような傾向が認めら

れなかった。 

 カンピロバクターのフルオロキノロン耐性

は、ヒト由来株、鶏肉由来株のいずれも2010年

以前の成績と比較して耐性率の上昇が認められ

た。 
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表 5

表 6

5 カンピロバクターの薬剤感受性試験成績
散発下痢症由来株（

6 カンピロバクターの薬剤感受性試験成績
食中毒事例

カンピロバクターの薬剤感受性試験成績
散発下痢症由来株（

カンピロバクターの薬剤感受性試験成績
食中毒事例

カンピロバクターの薬剤感受性試験成績
散発下痢症由来株（

カンピロバクターの薬剤感受性試験成績
食中毒事例由来株（

カンピロバクターの薬剤感受性試験成績
散発下痢症由来株（2011-201

カンピロバクターの薬剤感受性試験成績
由来株（2011-201

カンピロバクターの薬剤感受性試験成績
2014 年）

カンピロバクターの薬剤感受性試験成績
2014 年）

カンピロバクターの薬剤感受性試験成績 
年） 

カンピロバクターの薬剤感受性試験成績 
年） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


